
JP 6162915 B1 2017.7.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面の側に位置するガラス面を有するガラスパネルと、前記ガラス面に接合部材によっ
て接合される傷つき防止樹脂パネルとを含む複合パネルと、
　前記ガラスパネルを支持する筐体と、を備え、
　前記筐体は、前記ガラス面の周りに位置し、前記傷つき防止樹脂パネルの前記表面の側
の面には接触しない外周部を有し、
　前記外周部は、前記ガラスパネルに前記傷つき防止樹脂パネルが接合されている状態で
、前記傷つき防止樹脂パネルに垂直な方向において、当該傷つき防止樹脂パネルの前記表
面の側の面から、より大きく突出している、電子機器。
【請求項２】
　前記ガラス面の面方向において前記傷つき防止樹脂パネルの端部と前記外周部とが離間
する長さは、前記傷つき防止樹脂パネルに垂直な方向において前記外周部が前記傷つき防
止樹脂パネルの露出面から突出している長さよりも小さい、請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記傷つき防止樹脂パネルの端部が前記電子機器の外部に露出し、当該傷つき防止樹脂
パネルの交換を可能とする、請求項１または２に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、パネルを備える電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ガラス又は合成樹脂で形成されたパネルを備える電子機器がある（例えば、特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１４／１７４８３５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　パネルは、外部からの衝撃等によって、傷ついたり割れたりすることがある。パネルの
傷つき又は割れのリスクが低減される電子機器が求められる。
【０００５】
　本開示は、パネルの傷つき又は割れのリスクが低減される電子機器を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の一実施形態に係る電子機器は、複合パネルと、筐体とを備える。前記複合パネ
ルは、表面の側に位置するガラス面を有するガラスパネルと、前記ガラス面に接合部材に
よって接合される傷つき防止樹脂パネルとを含む。前記筐体は、前記ガラスパネルを支持
する。前記筐体は、前記ガラス面の周りに位置し、前記傷つき防止樹脂パネルの前記表面
の側の面には接触しない外周部を有する。前記外周部は、前記ガラスパネルに前記傷つき
防止樹脂パネルが接合されている状態で、前記傷つき防止樹脂パネルに垂直な方向におい
て、当該傷つき防止樹脂パネルの前記表面の側の面から、より大きく突出している。
【発明の効果】
【０００７】
　本開示の一実施形態に係る電子機器によれば、パネルの傷つき又は割れのリスクが低減
されうる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態に係る電子機器の構成例を示す平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図２の破線丸囲み部の拡大図である。
【図４】フロントパネルの構成例を示す図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】傷つき防止樹脂パネルの構成例を示す図である。
【図６】傷つき防止樹脂パネルの接合位置の一例を示す図である。
【図７】傷つき防止樹脂パネルの接合位置の比較例を示す図である。
【図８】傷つき防止樹脂パネルの端部と支点との位置関係の一例を示す図である。
【図９】傷つき防止樹脂パネルの端部に対する治具のアクセスの一例を示す図である。
【図１０】他の実施形態に係るフロントパネルの構成例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本実施形態に係る電子機器は、携帯電話、又はスマートフォン等の携帯電子機器であっ
てよい。本実施形態に係る電子機器は、携帯電子機器に限定されるものではない。電子機
器は、デスクトップＰＣ（Personal Computer）、ノートＰＣ、タブレット型ＰＣ、家電
製品、産業用機器若しくはＦＡ（Factory Automation）機器、又は専用端末等の種々の電
子機器であってよい。
【００１０】
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　例えば特許文献１に記載される電子機器は、段落〔０００９〕に記載されるように、合
成樹脂により形成されるパネルを備える。一方で、本実施形態に係る電子機器は、ガラス
と樹脂とがガラス面で接合された複合パネルを備える。ガラスと樹脂とがガラス面で接合
された複合パネルは、樹脂だけで構成されるパネルと比較して、ユーザに対してガラスパ
ネルの質感を提供しうる。本実施形態に係る電子機器は、パネルにタッチするユーザに対
して、ガラスを含むパネルから受ける質感を提供しうるとともに、ガラスを含むパネルが
有する割れの発生のリスクを低減しうる。
【００１１】
　図１に示されるように、一実施形態に係る電子機器１は、筐体１０と、表示部２０と、
複合パネル３０と、フロントパネル４０とを備える。電子機器１は、インカメラ５０又は
照度センサ５１をさらに備えてよい。電子機器１において表示部２０及び複合パネル３０
が位置する面は、前面ともいう。複合パネル３０は、電子機器１の前面の側を向く第１面
と、第１面とは反対側を向く第２面とを有する。第２面は、電子機器１の内部の側を向く
面ともいえる。第１面及び第２面は、電子機器１の前面の側から見て、それぞれ表面及び
裏面ともいう。
【００１２】
　図２に示されるように、複合パネル３０は、ガラスパネル３１と、傷つき防止樹脂パネ
ル３２とを含む。傷つき防止樹脂パネル３２は、ガラスパネル３１に対して第１面の側に
位置するように、ガラスパネル３１に接合される。ガラスパネル３１は、第２面の側の端
部において、筐体１０に接合される。表示部２０は、ガラスパネル３１の第２面の側に接
合される。筐体１０と複合パネル３０とで囲まれた領域には、内部構造物６０が設けられ
る。内部構造物６０は、例えば、バッテリであってよいし、電子機器１の各構成部を制御
する制御部として機能するプロセッサ又は電子回路等を含む基板であってよい。内部構造
物６０は、インカメラ５０又は照度センサ５１を含んでよい。
【００１３】
　電子機器１の制御部は、例えばプロセッサとして構成される。制御部は、１以上のプロ
セッサを含んでよい。プロセッサは、特定のプログラムを読み込ませて特定の機能を実行
する汎用のプロセッサ、及び特定の処理に特化した専用のプロセッサを含んでよい。専用
のプロセッサは、特定用途向けＩＣ（Integrated Circuit）を含んでよい。特定用途向け
ＩＣは、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）ともいう。プロセッサ
は、プログラマブルロジックデバイスを含んでよい。プログラマブルロジックデバイスは
、ＰＬＤ（Programmable Logic Device）ともいう。ＰＬＤは、ＦＰＧＡ（Field-Program
mable Gate Array）を含んでよい。制御部は、１つ又は複数のプロセッサが協働するＳｏ
Ｃ（System-on-a-Chip）、及びＳｉＰ（System In a Package）のいずれかであってよい
。
【００１４】
　表示部２０は、電子機器１の制御部等から取得した情報に基づき、文字、画像、操作用
オブジェクト、ポインタ等を表示する。表示部２０は、例えば、液晶ディスプレイ、有機
ＥＬ（Electroluminescence）ディスプレイ、無機ＥＬディスプレイ等の表示デバイスで
あってよいが、これらに限られない。
【００１５】
　ガラスパネル３１は、タッチセンサを備えてよい。タッチセンサを備えるガラスパネル
３１は、タッチパネルともいう。タッチパネルは、ユーザによるタッチを入力として検出
しうる。表示部２０が接合されたタッチパネルは、タッチパネルディスプレイともいう。
【００１６】
　インカメラ５０は、電子機器１の前面の側に位置する被写体を撮像する。インカメラ５
０は、撮像素子を含んでよい。インカメラ５０は、レンズ等の光学系を含んでよい。照度
センサ５１は、電子機器１の前面の側の照度を検出する。電子機器１は、照度に応じて、
表示部２０に表示させる画像の輝度を制御してよい。
【００１７】
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　図３に示されるように、筐体１０は、外周部１１と、支持部１２とを備える。外周部１
１は、リムともいう。筐体１０は、例えば、金属又は樹脂等の材料で構成されてよい。筐
体１０は、金属又は樹脂等の材料を複合した材料で構成されてよい。筐体１０は、他の種
々の材料で構成されてよい。
【００１８】
　複合パネル３０は、外周部１１の内側に配置される。複合パネル３０は、ガラスパネル
３１が第２面の側の端部で支持部１２によって支持されるように、筐体１０に接合される
。この場合、傷つき防止樹脂パネル３２は、電子機器１の前面に向く。表示部２０は、ガ
ラスパネル３１の、第２面の側に接合される。つまり、表示部２０は、筐体１０の内部の
側に接合される。表示部２０は、複合パネル３０を介して、筐体１０に接合されるともい
える。
【００１９】
　傷つき防止樹脂パネル３２が電子機器１の前面に向くことによって、電子機器１が衝撃
を受けた場合でも、ガラスパネル３１が傷つきにくくなる。結果として、ガラスパネル３
１の割れが生じにくくなる。傷つき防止樹脂パネル３２は、インカメラ５０又は照度セン
サ５１の位置に対応して、入射光を通過させる窓を有してよい。
【００２０】
　図４に示されるように、フロントパネル４０は、ガラスパネル３１の第１面の側の端部
を覆うように、電子機器１の前面の側に、着脱可能に配置される。このようにすることで
、ガラスパネル３１の端部への衝撃が緩和されうる。結果として、ガラスパネル３１が破
損しにくくなる。フロントパネル４０は、傷つき防止樹脂パネル３２の端部が露出するよ
うに位置する。このようにすることで、フロントパネル４０は、電子機器１の前面におい
て傷つき防止樹脂パネル３２と並んで位置する。フロントパネル４０が傷つき防止樹脂パ
ネル３２と重なって位置する場合と比較して、電子機器１の厚みが低減されうる。
【００２１】
　フロントパネル４０は、筐体１０にフロントパネル接合部４１によって接合される。フ
ロントパネル４０は、筐体１０に対して着脱可能に構成されてよい。フロントパネル接合
部４１は、例えば、ねじ等の接合部材で構成されてよい。フロントパネル４０が筐体１０
から取り外された状態で、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル３２とが接合する界
面に、傷つき防止樹脂パネル３２を剥がすための治具３３（図９参照）が挿入可能となる
ように構成されてよい。言い換えれば、電子機器１は、フロントパネル４０が筐体１０か
ら取り外された状態で、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル３２とが接合する界面
にアクセス可能に構成されてよい。
【００２２】
　図５に示されるように、傷つき防止樹脂パネル３２は、表面部３２１と、基材３２２と
を含む。表面部３２１は、電子機器１の前面の側に位置し、ユーザの指等で直接タッチさ
れる。表面部３２１は、比較的高い硬度を有する材料であってよい。表面部３２１は、指
等のタッチに対する耐摩耗性がある材料であってよい。表面部３２１は、物体等の衝突に
対して傷つきにくい材料であってよい。表面部３２１は、衝突してきた物体を貫通させに
くい材料であってよい。表面部３２１は、所定の厚みを有してよい。所定の厚みは、衝突
してきた物体を貫通させにくいように、材料に応じて決定される厚みであってよい。表面
部３２１は、例えばアクリル系樹脂であってよい。表面部３２１は、例えばアクリル系樹
脂に限定されず、有機系樹脂であってよい。
【００２３】
　傷つき防止樹脂パネル３２は、表面部３２１と基材３２２との間に、第１粘着材３２３
を有する。表面部３２１と基材３２２とは、第１粘着材３２３によって接合される。第１
粘着材３２３は、表面部３２１に対して高い接合強度を有する材料であってよい。表面部
３２１がアクリル系樹脂である場合、第１粘着材３２３は、アクリル系粘着材等であって
よい。表面部３２１が有機系樹脂である場合、第１粘着材３２３は、有機系粘着材等であ
ってよい。
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【００２４】
　傷つき防止樹脂パネル３２は、基材３２２の第２面の側に第２粘着材３２４を有する。
傷つき防止樹脂パネル３２は、第２粘着材３２４によって、ガラスパネル３１のガラス面
３１１に接合される。ガラス面３１１は、ガラスパネル３１の第１面の側の面であるもの
とする。第２粘着材３２４は、ガラス面３１１に対して高い接合強度を有する材料であっ
てよい。第２粘着材３２４は、シリコン系粘着材等であってよい。
【００２５】
　基材３２２は、第１粘着材３２３と第２粘着材３２４との両方に対して高い接合強度を
有する材料であってよい。第１粘着材３２３及び第２粘着材３２４がそれぞれアクリル系
粘着材及びシリコン系粘着材である場合、基材３２２は、例えばＰＥＴ（Polyethylene T
erephthalate）で構成されてよい。
【００２６】
　表面部３２１は、電子機器１の前面の側に対応する第１面の側に、防汚層３２５を有す
る。防汚層３２５は、ユーザのタッチによる指紋等の油脂成分を付着しにくくする。結果
として、複合パネル３０は、汚れにくくなりうる。防汚層３２５は、例えばフッ素コート
等の種々の表面処理によって形成される層であってよい。
【００２７】
　複合パネル３０は、傷つき防止樹脂パネル３２を有することによって、ガラスだけで構
成されるパネルと比較して、ガラスパネル３１に傷がつきにくい。結果として、パネルが
割れにくくなりうる。複合パネル３０は、電子機器１の前面の側に防汚層３２５を有する
ことによって、汚れにくくなりうる。複合パネル３０は、ガラスだけで構成されるパネル
とは異なり、傷つき防止樹脂パネル３２に覆われたガラス面３１１には汚れが付着するお
それがない。ガラス面３１１にフッ素コート等の防汚コートが施されなくてよい。ガラス
面３１１に直接傷つき防止樹脂パネル３２が接合されることによって、ガラスパネル３１
と傷つき防止樹脂パネル３２との接合強度が高められうる。
【００２８】
　例えば、ガラスだけで構成されるパネルを備えるスマートフォン等の機器において、パ
ネルの表面に防汚コートが施されることがある。ユーザは、防汚コートが施されたパネル
に保護シートを貼りつけて機器を使用することがある。防汚コートは、ごみ等が付着しに
くくなる処理である。防汚コートが施されたパネルに対する保護シートの粘着強度は、防
汚コートが施されていないパネルに対する粘着強度と比較して、低くなりうる。
【００２９】
　粘着強度は、互いに粘着した２枚のシートを一定の速度で剥離する際に必要な力として
測定されうる。ガラスパネル３１及び保護シートはそれぞれ、剛性材料及び可撓性材料と
みなされうる。剛性材料と可撓性材料との間の粘着強度の測定に際して、１８０度剥離に
よって、シートが剥離されてよい。１８０度剥離は、可撓性材料を１８０度に近い角度で
撓ませて、剛性材料から剥離する方法である。実際に測定した結果によれば、防汚コート
されたガラスパネル３１と保護シートとの間の粘着強度は、防汚コートされていないガラ
スパネル３１と保護シートとの間の粘着強度の１０分の１以下であった。つまり、防汚コ
ートは、保護シートの粘着強度を低下させる。粘着強度の測定に用いられる剥離方法は、
Ｔ型剥離等の他の形態の剥離方法であってよい。
【００３０】
　防汚コートが施されたガラスパネル３１に貼りつけられた保護シートは、電子機器１が
通常に使用される際に保護シートの端部に爪などが引っ掛かることによって容易に剥がれ
ることがある。また、防汚コートが施されたガラスパネル３１に貼りつけられた保護シー
トは、該保護シートとガラスパネル３１の接着界面に油分又は水分等が侵入することで接
着強度が低下して容易に剥がれることがある。また、防汚コートが施されたガラスパネル
３１に貼りつけられた保護シートは、熱又は湿度等の影響で反り変形を起こし、接着強度
が変形に耐えられずに容易に剥がれることがある。一方で、本実施形態に係る複合パネル
３０は、防汚コートが施されていないガラスパネル３１のガラス面３１１に傷つき防止樹
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脂パネル３２を接合する。このようにすることで、ユーザが保護シートを貼りつける場合
と比較して、傷つき防止樹脂パネル３２が剥がれにくくなる。
【００３１】
　傷つき防止樹脂パネル３２は、ガラスパネル３１を傷つきにくくする。ガラスパネル３
１に傷がつきにくい代わりに、傷つき防止樹脂パネル３２には傷がつくことがある。複合
パネル３０は、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル３２とが剥がれにくくなるよう
に構成されつつ、剥離可能に構成される。傷つき防止樹脂パネル３２が剥離可能に構成さ
れることによって、傷つき防止樹脂パネル３２に傷がついた場合、傷つき防止樹脂パネル
３２だけが交換されうる。この場合、ガラスパネル３１は、交換されなくてよい。結果と
して、修理が容易になりうる。
【００３２】
　ガラスパネル３１は、筐体１０の端部に近い領域において湾曲形状を有することがある
。湾曲形状を有するガラスパネル３１に接合された傷つき防止樹脂パネル３２は、湾曲の
曲率が大きくなる端部において剥がれやすくなることがある。傷つき防止樹脂パネル３２
は、比較的低い可撓性を有する場合、湾曲形状を有するガラスパネル３１から、より剥が
れやすい。ガラスパネル３１に防汚コートが施されている場合、傷つき防止樹脂パネル３
２は、ガラスパネル３１から、より剥がれやすい。傷つき防止樹脂パネル３２は、防汚コ
ートが施されていないガラスパネル３１のガラス面３１１に接合されることによって、傷
つき防止樹脂パネル３２が比較的低い可撓性を有する場合であっても、湾曲形状を有する
ガラスパネル３１から剥がれにくくなる。
【００３３】
　樹脂だけで構成されるパネルにタッチした際にユーザが受ける質感は、ガラスを含むパ
ネルにタッチした際に受ける質感とは異なりうる。本実施形態に係る複合パネル３０は、
ガラスを含むパネルから受ける質感を提供しうるとともに、ガラスを含むパネルが有する
割れの発生のリスクを低減しうる。
【００３４】
　第２粘着材３２４は、傷つき防止樹脂パネル３２がガラス面３１１に接合される際に、
接合部に気泡が残りにくいように構成されてよい。例えば、第２粘着材３２４は、微粘着
成分と強粘着成分との比率を適宜設定することによって、接合部から気泡が抜けやすいよ
うに構成されうる。
【００３５】
　ガラスパネル３１と表示部２０とは、ＵＶ（Ultra Violet）光等の照射によって硬化す
る、光硬化材料で接合されてよい。ガラスパネル３１と表示部２０とがＵＶ光の照射によ
って硬化する材料で接合される場合、傷つき防止樹脂パネル３２は、ガラスパネル３１と
表示部２０とが接合された後で、ガラスパネル３１に接合されてよい。このようにするこ
とで、傷つき防止樹脂パネル３２にはＵＶ光等が照射されない。結果として、ＵＶ光等の
照射による傷つき防止樹脂パネル３２の変質が防がれうる。また、傷つき防止樹脂パネル
３２がアクリル系樹脂である場合、傷つき防止樹脂パネル３２が先にガラスパネル３１に
接合された状態で、ガラスパネル３１と表示部２０とをＵＶ光等の照射で接合させようと
すると、ＵＶ領域の波長の光がアクリル系樹脂に吸収されてしまう。これにより光硬化材
料の硬化に必要な光量が得られなくなる。これに対し、ガラスパネル３１と表示部２０と
が接合された後で、傷つき防止樹脂パネル３２をガラスパネル３１に接合すれば、このよ
うなことを防ぐことができる。
【００３６】
　図６に示されるように、ガラスパネル３１は、ガラス面３１１の端部に、面取り部３１
２を有してよい。面取り部３１２は、ガラスパネル３１の側面とガラス面３１１との間の
稜部に位置する面取り形状である。面取り部３１２は、図６に例示されるＣ面取り形状に
限られず、Ｒ面取り形状等の他の面取り形状であってよい。ガラスパネル３１が面取り部
３１２を有する場合、傷つき防止樹脂パネル３２は、面取り部３１２よりも内側に接合さ
れる。言い換えれば、傷つき防止樹脂パネル３２の端部は、面取り部３１２から所定距離
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以上離れて位置する。
【００３７】
　図７に示されるように、傷つき防止樹脂パネル３２の端部が面取り部３１２に重複して
位置する場合、傷つき防止樹脂パネル３２の第２粘着材３２４の一部が露出する。第２粘
着材３２４にごみ等が付着することによって、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル
３２との界面における接合強度が低下しうる。また、第２粘着材３２４にごみ等が付着す
ることによって、外観品質が低下しうる。図６に示される本実施形態に係る複合パネル３
０は、図７に示される構成と比較して、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル３２と
の接合強度が保たれやすい。また、図６に示される本実施形態に係る複合パネル３０は、
図７に示される構成と比較して、外観品質が保たれやすい。
【００３８】
　図８に示されるように、傷つき防止樹脂パネル３２は、ガラスパネル３１が支持部１２
によって支持される位置に重畳してよい。ガラスパネル３１が支持部１２によって支持さ
れる位置は、支点ともいう。言い換えれば、傷つき防止樹脂パネル３２の端部は、支点よ
り筐体１０の外周部１１に近い外側に位置してよい。ガラスパネル３１は、支点において
、比較的大きい応力を受けうる。傷つき防止樹脂パネル３２が支点に重畳する場合、支点
において複合パネル３０にかかる応力は、傷つき防止樹脂パネル３２にも分散しうる。結
果として、支点において複合パネル３０にかかる応力は、緩和されうる。
【００３９】
　傷つき防止樹脂パネル３２は、電子機器１の使用状態によっては傷つくことがある。傷
つき防止樹脂パネル３２が傷ついたとしても、傷つき防止樹脂パネル３２によって衝撃が
吸収されることによって、ガラスパネル３１の割れが防がれうる。傷つき防止樹脂パネル
３２は、傷ついた場合交換されてよい。傷つき防止樹脂パネル３２は、ガラスパネル３１
から剥離可能に構成されることによって、交換されうる。
【００４０】
　図９に示されるように、治具３３は、フロントパネル４０が取り外された状態において
、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル３２との接合部に対して挿入されやすくなる
。傷つき防止樹脂パネル３２は、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル３２との接合
部に対して治具３３が挿入されることによって剥がされうる。言い換えれば、複合パネル
３０は、フロントパネル４０が取り外された状態において、ガラスパネル３１と傷つき防
止樹脂パネル３２との接合部に対して、治具３３によってアクセス可能に構成される。
【００４１】
　他の実施形態に係る電子機器１において、フロントパネル４０は、図１０に示されるよ
うに、傷つき防止樹脂パネル３２の端部を覆ってよい。言い換えれば、フロントパネル４
０が取り付けられている状態で、ガラスパネル３１と傷つき防止樹脂パネル３２との接合
部が露出しない。フロントパネル４０が取り外されている状態で、ガラスパネル３１と傷
つき防止樹脂パネル３２との接合部が露出する。このようにすることで、傷つき防止樹脂
パネル３２の端部において、ごみの付着又は物体の衝突が起こりにくくなる。結果として
、傷つき防止樹脂パネル３２は、意図的に剥離される場合を除いて、ガラスパネル３１か
ら剥離しにくくなる。
【００４２】
　本開示に係る実施形態について、諸図面及び実施例に基づき説明してきたが、当業者で
あれば本開示に基づき種々の変形又は修正を行うことが容易であることに注意されたい。
従って、これらの変形又は修正は本開示の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、
各構成部又は各ステップなどに含まれる機能などは論理的に矛盾しないように再配置可能
であり、複数の構成部又はステップなどを１つに組み合わせたり、或いは分割したりする
ことが可能である。本開示に係る実施形態について装置を中心に説明してきたが、本開示
に係る実施形態は装置の各構成部が実行するステップを含む方法としても実現し得るもの
である。本開示に係る実施形態は装置が備えるプロセッサにより実行される方法、プログ
ラム、又はプログラムを記録した記憶媒体としても実現し得るものである。本開示の範囲
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【００４３】
　本開示において「第１」及び「第２」等の記載は、当該構成を区別するための識別子で
ある。本開示における「第１」及び「第２」等の記載で区別された構成は、当該構成にお
ける番号を交換することができる。例えば、第１粘着材は、第２粘着材と識別子である「
第１」と「第２」とを交換することができる。識別子の交換は同時に行われる。識別子の
交換後も当該構成は区別される。識別子は削除してよい。識別子を削除した構成は、符号
で区別される。本開示における「第１」及び「第２」等の識別子の記載のみに基づいて、
当該構成の順序の解釈、小さい番号の識別子が存在することの根拠に利用してはならない
。
【符号の説明】
【００４４】
　１　電子機器
　１０　筐体
　１１　外周部
　１２　支持部
　２０　表示部
　３０　複合パネル
　３１　ガラスパネル
　３１１　ガラス面
　３１２　面取り部
　３２　傷つき防止樹脂パネル
　３２１　表面部
　３２２　基材
　３２３　第１粘着材
　３２４　第２粘着材
　３２５　防汚層
　３３　治具
　４０　フロントパネル
　４１　フロントパネル接合部
　５０　インカメラ
　６０　内部構造物
【要約】
【課題】パネルの傷つき又は割れのリスクが低減される電子機器を提供する。
【解決手段】電子機器１は、表面の側に位置するガラス面３１１を有するガラスパネル３
１と、ガラス面３１１に接合部材によって接合される傷つき防止樹脂パネル３２とを含む
複合パネル３０と、ガラスパネル３１を支持する筐体１０とを備える。筐体１０は、ガラ
ス面３１１の周りに位置する外周部１１を有し、外周部１１は、ガラスパネル３１に傷つ
き防止樹脂パネル３２が接合されている状態で、傷つき防止樹脂パネル３２に垂直な方向
において、傷つき防止樹脂パネル３２の露出面から、より大きく突出している。
【選択図】図１
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図９】

【図１０】
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